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平成 28 年度大規模津波防災総合訓練の開催について 
                         四国地方整備局 企画部 防災課 

１．はじめに 

 平成 27 年 12 月の国連総会本会議において、11 月 5 日が「世界津波の日」として制定されました。

それを踏まえ今回の訓練では、海外からの留学生の訓練参加や大使館等の視察、世界津波の日に関す

る広報展示、「『世界津波の日』高校生サミット in 黒潮」に参加する高校生からの決意表明など、初

めての試みを行いました。 
 「大規模津波防災総合訓練」は、平成 16

年に発生したスマトラ島沖地震を契機として

平成 17 年度より実施しており、今回 11 回目

を迎え、四国地方では 2 回目の開催となりま

す。高知県は、南海トラフ巨大地震発生時に、

巨大な津波が短時間で来襲することから、地

域全体が確実かつ迅速に避難行動をとるため

の避難訓練、関係機関による救命・救助活動、

TEC-FORCE と関係機関との連携による緊急排

水・道路啓開・航路啓開等の訓練を実施 
しました。 
 
２．開催概要 

■開催日時 平成 28 年 11 月 5 日（土） 9:00～12:00 

■場 所 高知県高知市仁井田（高知新港）[メイン会場] 

 高知県高知市種崎（種崎地区）[サテライト会場] 

■主 催 国土交通省、高知県、高知市 

■共 催 四国南海トラフ地震対策戦略会議 

■実施訓練 避難訓練、救助・救出訓練、排水活動訓練、道路啓開訓練、航路啓開訓練、 

緊急物資輸送訓練 他 

■参加機関 ９４機関 

■参加者  約 4,000 人（うち見学者は約 1,000 人参加） 

 

３．開会式 

 開会式では、石井国土交通大臣、尾﨑高知県知事、岡﨑高知市長が挨拶。併せて、「世界津波の日」

高校生サミットに参加する高校生代表者が決意表明を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 石井国土交通大臣による挨拶 

平成 28 年度大規模津波防災総合訓練 開会式 

尾﨑高知県知事による挨拶 岡﨑高知市長による挨拶 「世界津波の日」高校生サミット参加者

代表２人による決意表明 
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４．各種訓練の内容 
航空機を運用した情報収集・救助訓練 
●ヘリコプターによる情報収集・映像伝送訓練 
●航空機による情報収集訓練 
●ヘリコプターによる海上漂流者救助訓練 
●ヘリコプターによる孤立者救助訓練 
●巡視船への救助者搬送訓練 
●被災地域への TEC-FORCE 派遣  など 
 
海上での航路啓開・輸送訓練   
●船舶避難誘導訓練 
●海上での捜索・救助・救護訓練 
●海上での船艇による負傷者搬送訓練 
●港湾施設被害調査訓練 
●沈降物確認深浅測量 
●油防除訓練 
●航路啓開（水中障害物の調査及び撤去）訓練 
●緊急物資輸送訓練   など 
 
陸上での被害者救助・情報調査等訓練 
●津波避難訓練（海外からの留学生も参加） 
●倒壊家屋・破損車両からの救助・救出訓練 
●救命救急・トリアージ・医療機関搬送身元確 
 認等訓練 
●延焼中の瓦礫等を消火する訓練 
●ドローンによる情報収集訓練 
●道路啓開訓練 
●堤防止水・排水活動訓練 
●ライフライン復旧訓練 
●炊事車による炊き出し訓練  など 
 

訓練を視察された石井国土交通大臣は、「災害は自助、共助、公助の組み合わせをしっかりしていく

ことが大事。今回の訓練は、留学生も参加されているので、日本が地震や津波の防災で培ってきた知

識や技術を世界に発信していきたい」と感想を述べられました。 
 
５．おわりに 

訓練にあたっては多くの方々から多大なご協力をいただきましたこと、この場を借りて御礼申し上

げます。四国地方整備局として今回の訓練を通じて得た成果を生かせるよう、引き続き防災力の向上

に努めてまいります。 

ヘリによる海上漂流者救助訓練 

自衛隊との連携による

TEC-FORCE 派遣訓練 

排水活動訓練 

油防除訓練 

留学生も参加した住民の津波避難訓練（種崎地区） 

道路啓開訓練 中国駐大阪総領事館らの視察 

緊急物資輸送訓練 
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